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調 査 研 究 の 目 的 

 近年、植物性自然毒による食中毒は増加傾向にあり、食中毒の原

因物質を簡便かつ迅速に特定できる多成分一斉分析について、多く

の地方衛生研究所や民間の研究機関で調査研究が行われている。本

県においても、H30～R2 にかけて植物に含まれる有毒アルカイド等

の多成分一斉分析に関する調査研究を行い、アコニチンやチャコニ

ンといった 12 種類の植物性自然毒について一斉分析を可能とする

基盤技術を開発してきた。 
しかしながら、この分析技術はリコリンやガランタミンなど一部

の自然毒の分析には適用できないこと、また、夾雑物の多い調理品

や生体試料で適用できるかどうかの検討がなされていないことな

どの課題がある。 
そこで本研究では、この基盤技術をさらに進化させ、分析種類数

の増加に加え、実際の食中毒事例で適用できる実用性の高い分析技
術を開発することを目的とする。 

調査研究の進捗状況 
 

これまでの成果や問題点等を 

含む。  

18 種類の植物性自然毒について、LC-MS/MS の測定における移
動相の種類及びグラジエント条件について検討を行った。 
移動相は従来、A 液：5 mM ギ酸アンモニウム水溶液、B 液：アセ

トニトリルを用いて測定を行っていたが、リコリン及びガランタミ
ンのピークが分離できず、一斉分析には適用できなかった。   
このことから、移動相の種類の変更として、酸性度や極性の観点

から検討を行い、A 液の pH 調整や B 液をメタノールに転換するこ
となどの試験を行った。また、グラジエント条件についても従来の
方法に加え、A 液濃度における保持時間の調整によりピーク分離が
向上できないか検討した。 
その結果、A 液にギ酸を添加し、B 液をメタノールとして、A 液

の保持時間を長くすることで 18 成分全てを分離し、ピークが良好に
検出できる最適な分析条件を得ることができた。 
 今後はこの分析条件をもとに、夾雑物の多い調理品や生体試料を
想定した吐瀉物などのサンプルでも試験を行い、一斉分析法の妥当
性を確認していく。また、これに併せてスイセンやグロリオサ、ト
リカブトなど過去に食中毒で死者が確認されている有毒植物につい
て、有毒成分の含有量調査を行うこととする。 
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